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１ はじめに
 看板や標識表示など公的空間にある文字言語（言語景観）は語学授業の受講生の興味を
かきたてるツールとして有効であることを授業の実践方法として解説する（庄司他 、
中井他 ）。初めて行った町を歩いているとその独特な景色を楽しむことができます。本
州で見られない北海道の広い大地や、竹富島の赤瓦屋根と白い珊瑚通りの景色（景観）を
見ると「北海道に来たぁ！」、「沖縄だぁ！」と感動するでしょう。景観を形成する要因は
多数あります。自然物（白糸の滝や桂浜の松の木など）もあれば人工的な物（宮島の鳥居
や姫路城、東京スカイツリーなど）もあります。同じように、長崎や神戸の中華街で中国
語の看板、大阪の鶴橋のハングルの看板を見るとその場所に来たという実感が沸くでしょ
う。方言も同様です。沖縄でよく見かける「めんそーれ」（いらっしゃいませ）という看板
には沖縄らしさを感じます。それが言語景観です。日本語の言語景観研究は井上史雄,QRXH
やペーター・バックハウス%DFNKDXVにさかのぼります。ロングでは「言
語景観」に向けて４つの特徴を挙げています。
>@ 言語景観は文字言語（看板や店に並ぶ商品のラベルなど）であり話しことば（電車内
のアナウンスやラジオ &0 など）ではない。つまり、言語景観は視覚的な情報であり、
聴覚的な情報ではない。
>@ 言語景観は公的な場に見られる文字言語（店舗のショーウィンドーにある看板など）
であり、私的なコミュニケーション（個人間で交わされる文通や電子メールなど）で
はない。
>@ 言語景観は不特定多数の読み手に発される物（商店街のポスターなど）であり、特定
の個人宛てに書かれた物（自宅のドアにテープで貼られた言付けなど）ではない。
>@ 言語景観は自然に、受動的に視野に入る物（駅売店の雑誌の見出しに使われている語
句など）であり、意図的に読まなければならない物（その雑誌の中の記事など）では
ない。


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２ 多言語表示に見られる地域差
「地域の言語的特徴」と聞くとまず浮かぶのは「方言」かもしれません。のちに地域言語
（方言）の例を見ますが、まずここでは外国語の表示について考えたいと思います。多言
語表示を観察していると、地域によって使われる言語に違いがあることに気付きます。例
えば、富山にいるとロシア語（キリル文字）をよく見かけるので、これが当たり前だと思
うかもしれませんが、東京や大阪、名古屋などではロシア語はめったに見ません。
 
 
図１ ロシア語が含まれている富山の多言語表示 
 
図２ ロシア語が含まれている富山の多言語表示 

東京はいわゆる -(&.（日本語、英語、中国語、韓国語）というパターンが多く、名古屋
に行くと地下街の案内にはポルトガル語が含まれます。米子は中国語がなく、日本語と英
語以外は韓国語のみです。沖縄県の石垣島は逆に韓国語がなく、中国語（それも台湾で通
じる中国語の言い方や文字）が使われています。三重県の伊賀上野に住む南米の人はブラ
ジルだけではなく、ペルーなどのスペイン語圏の住民も多いため、日本語、英語、ポルト
ガル語以外にもスペイン語を見かけることが多いです。
  
図３ ポルトガル語が含まれている名古屋の多言語表示 
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  
図４ 韓国語有り・中国語無しの米子市の多言語表示 
多言語表示を観察することで地域性と言語使用との関係をめぐる様々な課題が思い浮か
びます。図５は「きときと市場とやマルシェ」の案内板です。基本的に -(&. の使用です。
ロシア語を含まないという選択はミクロレベルの言語政策と言えます。図１のロシア語表
示が造られた時はロシア人が多いけど現在は減っているとか、ロシア人は電車には乗るが
あまりショッピングしないとか、様々な理由が考えられます。こうした「観光産業と言語
政策」について調べようと思えば、行政機関を訪れて聞き取りを行なうのも良いでしょう。
また中国語表示も面白く、中国の簡体字以外にも、台湾の繁体字が使われているので、ピ
クトグラフ（絵）を含むと  種類の表示が見られます。しかも、中国大陸と台湾の客に対
する言語サービスの違いは字体だけではなく、「タクシーのりば」の２通りの中国語訳から
わかるように、違う言い回しが採用される場合もあるようです。
 
図５ 二種類の中国語が見られる富山の多言語表示 

ここまで見てきたのは富山市のものですが、富山県高岡市になると、外国人観光客が少
ないためか、日本語以外は英語しかありません（図６左、右）。同じ富山県内でも細かい地
域差が見られるのです。一方、北陸地方全体の共通性も見られます。例えば、新潟にもロ
シア語表示をよく見かけます（図７）。多言語表示の課題は「何語か」だけではなく、どの
内容が訳されるかを見るのも面白いです。図８はマルシェの食堂ですが、定食の中身だけ
ではなく、食券制度に関する英語と中国語の説明も備えられています。
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   
図６ 富山県高岡市の日英 2 言語表示 
  
図７ 新潟など北陸でよく見かけるロシア語表示 
 
図８ 英中の説明が付いている富山の多言語表示 


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３ 方言の象徴的な使用
地域の典型的な表現を象徴的に利用することがよくあります。島根なら「だんだん」（あ
りがとう）、沖縄なら「ゆい」、富山なら「きときと」になるでしょう。２０１２年に富山
空港が「富山きときと空港」へ名称変更が行なわれたようですが、「きときと」はお土産屋
などで使われることが多いので、他地域の人に向けて使われると言えます。看板以外にも
商品の表示にも使われる表現です（図９）。地域の方言景観で検討したい課題は「何」（つ
まり、何の表現が使われているか）という課題だけではなく、「誰に向けて」という課題も
あります。よそから来た人に向けて「富山に来られ！」や「沖縄にめんそーれ」のような
歓迎の挨拶ことばが使われます。図１０では「立山に来られ」と「なんとに来られパス」
以外にも、沖縄のゆいレールで撮影した「観光客の皆様めんそーれ」、そしてその発音の変
異形である長音の「めんそーれー」がみられます。
なお、方言の看板は全て観光客向けではありません。以下の図１１（左）にある富山県
の高岡市の「カギかけてかれか！！」はこうした地元向けの標識だと思われます。こうし
た注意喚起の標識が方言で書かれることがよくあります。図１１中は沖縄の飛び出し注意
「ありひゃぁ、うかーさんどぅ」（あら、危ない）、右は宮古島の「カカミキムヌ（慌て者）
も人の子」です。


図９ 土産などに使われる富山方言「きときと」

図１０ 立山に来られ、なんと（南砺）に来られ、観光客 めんそーれ
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   
図１１ 注意喚起で使われる各地の方言 
  
 写真の標識にみられる表現「かぎかけてかれか」は見たことがなくても「この町の方言
かもしれない」と思うでしょう。そして文脈（自転車の盗難に注意）から推測すると「鍵
かけているか」のような意味かな、と考えるでしょう。これは動詞の活用形なので、名詞
や動詞の基本形と違って方言辞典に載っているわけではありません。自分の推測が正しい
ことかどうかを確認するためにインターネットで検索することにしました。すると面白い
論争が起きていることが分かりました。数年前にこの表示が使われ始めた時に、高岡市民
の間で議論が始まったようです。「方言がよその人に分かりにくいから使うべきではない」
という「理解」と関係する書き込みが見つかりました。しかし、それよりも「方言がきた
ないからやめてほしい」という「方言イメージ」と関連する意見のほうが多かったのです。
方言の分布や変化などの実態を調べるのも面白いですが、方言意識（および方言使用との
関係）を調べるという方法もあります。この場合、言語景観がそうした研究課題を思い浮
かべるきっかけとなりました。 
 図１２「あいの風」は「沖から吹いてくる夏のそよ風」の意味で、アイ（鮎の訛形、変
異形）が捕れる時期に吹く時期だということでこう名付けられました。これも富山県の代
表的な言い方です。 
 
図１２ あいの風の標識 
 
富山県に行けば目につくこれらの表現（きときと、あいのかぜ）は、はたしてどこまで
使われているのでしょうか。その使用領域の広さについて考えるのも面白そうです。たと
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えば、「きときと」は富山県全域で使われるか、富山市だけで使われるか。もしかすると北
陸地方全域で使われるかもしれません。こういった使用領域も研究テーマになりえます。 
 
４ 方言の言語景観 
さて、初めて行った地域で気楽に散歩しているだけで、方言研究のテーマが思い浮かぶ
ような表示をいくつか紹介しましょう。まずは看板ではなくて弁当箱の表示ですが、こう
した商品が駅の売店に並んでいると、大きな文字が目に付きますから、言語景観の要素と
言えます。左の写真に「名古屋名物えびふりゃー」と書かれています。真ん中は「うみぁ
ーっ手羽先」、そしては字が小さいですが「ウミャー！やきそば」と表示されています。 
 
図１３ 商品の表示にみられる方言の発音 
これらを見ると、「そうか、名古屋でアイのような二重母音の拗音化が起きているのか」
と想像ができます。一方、右にあるのは岡山で撮った「岡山のぼっけぇうめぇごっつぉ」
という車内広告です。これを見かけたら「ええ、岡山方言では名古屋と違って、二重母音
のアイがエーと単母音化しているのかもしれない」と考えます。こうした言語景観との出
会いから音声学（または音韻論）で卒論を書くというアイディアが浮かびます。 
場合によってその地域に行く前から、そこの方言に関するヒントを得ることがあります。
以下の写真は私が東京のコンビニで買った「広島ぶち辛つけ麺」です。真ん中にあるのも
東京で見た「バリうま！明太フランス」と「わっぜぇおいしいよ」。表現の使い方からこれ
らの単語は「めっちゃ（暑い）」や「すげぇ（嬉しい）」のような程度副詞ではないかと推
測できます。もちろん言語景観調査には限界があります。幸いに、「わっぜぇおいしいよ」
は「鹿児島弁で「とってもおしいいよ」」と全国共通語訳が付いていましたが、「バリ」が
使われる地域は別の方法で調べなければなりません。右の写真は大船渡へ行った時に見た
「いぎなりうまい牛タン塩味棒」という商品ですが、よく見るとそれは岩手の方言ではな
く、仙台弁であることが分かりますから、言語景観で得られた情報を現地調査や文献調査
などで確認しなければなりません。 
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 図１４ 商品表示や広告に見られる方言の「程度副詞」 
 
  
図１５ 富山土産「だらにうんまい」、富山駅で撮影した「がばいうまかばい」 
富山でお土産に買ったほたるいかのパックに「だらにうまい」や「なんちゅううまいが
よー」と書かれており、色々な点で興味が沸きました（図１５左）。一つは名古屋で見てい
た「うみぁー」、「うみゃー」のように単母音化していない点です。そして「～がよ」とい
うのは文末詞かな、と思いました。さらに、東京など関東でも見られる「うんまい」のよ
うな表記があって、一つの商品に２通りのバリエーションがあったことです。図１５右に
あるのは駅の売店が掲げた「がばいうまかばい」という広告です。背景には富山という文
字が写っているので、間違いなくこれは富山で撮影したものです。広告などに含まれてい
る方言はすべて現地のものとは限られないと思い、インターネットで検索したところ、こ
れは九州北部で使われている表現だと分かりました。しかし、だからと言って富山方言で
も使われていないとは限りません。そこでさっそく売店のおばあさんにちょっとした「聞
き取り調査」を行なって、はっきりと「富山で言わないよ」という確認ができました。こ
うしたネガティブ・エビデンスはネット検索では確認できないので、地元の人への調査は
欠かせないのです。 
「どこの人が使うか」とか「どの年齢層の人が使うか」といった言語外的要因も面白い
ですが、これらの単語がどのよう文でどのような単語との組み合わせで使われるかといっ
た言語内的要因を調べる手もあります。それは例えば、ここまで取りあげた程度副詞はみ
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んな形容詞の前では使えますが、動詞などの他の品詞の前で果たして使えるかどうかとい
った文法的制約を調べることなどです。「あいつ、すげぇ行きたがっている」とも言えるし、
「むっちゃ行きたがっている」とも言えます。しかし、「ブチ行きたがっている」、「バリ行
きたがっている」、「わっぜぇ行きたがっている」などの使い方がそれぞれの方言において
文法的に可能か不可能かは別問題です。文法的な使い方だけではなく、意味論的に微妙に
ずれる場合があります。「いぎなり」は意外性のある場合にしか使えないらしいです。これ
を簡単に確認する方法があります。母語（母方言）として仙台方言を使っている人に次の
質問をすると、以下の結果になる（はず）です。ちなみに、文の前に付けている＊印は、
言語学でよく使われているもので、議論のためにわざと作った非文（文法的に言えない文）
である印です。 
○ ええ？お前のアパートスゲェ広い！  
○ ええ？お前のアパートイキナリ広い！ 
○ 自慢じゃないけど、俺のアパートスゲェ広いよ。 
＊ 自慢じゃないけど、俺のアパートイキナリ広いよ。 
 看板や商品などの言語景観はちゃんとした文ではなく、個別の単語だけになっている場
合があるので、方言語彙論の研究で役立っても方言文法の研究へのヒントは少ないかもし
れません。しかし、語順や動詞・形容詞の活用形といった文法理論的な情報も言語景観か
ら読み取れる場合もあります。 
図１６左にあるのは静岡県の新居町で撮った「やめまいか！自転車とび出し 二人乗り」
という注意喚起ののぼりです。富山 NHK が発行したパンフレット（図１６中）に書かれて
いる「みんまいけ」という意味が分かりませんが、この二つの表現の関係が非常に気にな
ります。こうした言語景観をきっかけに地元の人から方言の文法（活用形など）について
聞き取りをすることがあります。 
   
図１６ 静岡県のやめまいか、富山のみんまいけ 
図１６右は茨城県大洗町の「いっぺん、変えっぺよ」という選挙ポスターです。この町
を訪れたことをきっかけに、インターネットで町のホームページを探しました。町の公式
サイトには「よかっぺ大洗」と書かれていましたから、動詞だけではなく、形容詞にも「～
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っぺ」が使用されていることが分かりました。茨城県の形容詞で使われているこの「～か
っぺ」はもしかすると東京都西部で使われている「～かんべぇ」と関係があるかもしれな
いと考えました。後者を知ったのも言語景観がきっかけでした（図１７）。さらにそこで思
い出したのは九州に行った時に撮った言語景観の写真で食品の広告に「うまかばい」と書
かれていたものです。 
 
図１７ よかっぺ大洗、東京都東大和市のうまかんべぇ、熊本のうまかばい 
方言学の授業で柳田國男が提唱した「言語周圏論」を勉強したことがあるのではないか
と思います。「うまい」という二重母音が「うめぇ」になるのであれば、「ばい」も「べぇ」
になりうると考えました。そして、関東にある形容詞の「～かんべぇ」と九州にある「～
かばい」は無関係かどうかを調べることにしました。もしかするとこれも周圏分布ではな
いかという仮説を立てて、聞き取り調査や文献を行なうことにしました。こうした疑問が
沸いたのも言語景観がきっかけでした。 
様々な意味においても方言調査はやっぱり現地へ行って地元の人と実際に話したり、彼
らが生活している環境を自分の目で確認したりしたいものです。しかし、学生にとってそ
んな金銭的に余裕がないので、行く前にできるだけ情報を集めたいところです。そうした
時に言語景観が貴重な資料となることがあります。何を調べれば良いかと言えば、それに
は様々な観点があります。例えば、程度副詞を全国各地で調べて、地図化するという方言
地理学的調査ができます。また、これらの単語は各地の若者だけが使う新しい方言なのか
お年よりも昔から使っているかという社会方言学的研究も考えられます。 
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